
管内JA野球大会で力投する北村選手
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令和４年度 釧路和牛共進会 開催

審査員を務めた
岸 部長

　
７
月
19
日
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場

で
、
26
年
ぶ
り
と
な
る
釧
路
和
牛
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
に
第
13
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
、
釧
路
地
区
の
和
牛
の
資
質

向
上
等
を
目
指
し
、
管
内
５
Ｊ
Ａ
（
浜

中
町
、
し
べ
ち
ゃ
、
阿
寒
、
摩
周
湖
、

く
し
ろ
丹
頂
）よ
り
27
頭
が
出
品
さ
れ
、

体
積
や
品
位
等
の
資
質
を
競
い
ま
し

た
。

 

測
尺
等
の
予
備
審
査
終
了
後
に
審
査

が
開
始
さ
れ
、
北
海
道
酪
農
畜
産
協
会 

岸 

大
輔
家
畜
登
録
改
良
部
長
が
出
品

牛
を
審
査
し
ま
し
た

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
11
頭
が
出
品
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
未
経
産
の
部
最
高
位
に

平
木 

敏
朗
さ
ん
の
「
ひ
ま
わ
り
」
が
、

経
産
の
部
最
高
位
に
手
塚 

信
幸
さ
ん

の
「
ひ
や
し
ん
す
２
」
が
選
出
さ
れ
、

両
部
門
共
に
最
高
位
を
獲
得
い
た
し
ま

し
た
。

　
主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表
の
と
お

り
で
す
。

経産の部最高位　ひやしんす２
出品者　手塚 信幸さん

未経産の部最高位 ひまわり
出品者 平木 敏朗さん

令和4年度釧路和牛共進会入賞牛一覧表（JAくしろ丹頂）
最　　高　　位

経産・未経産 名　　　号 出　品　者 地　区
未経産の部 ひまわり 平　木　敏　朗 白糠
経産の部 ひやしんす２ 手　塚　信　幸 鶴居

部 結果 名　　　号 出　品　者 地　区

１部
１等 ひまわり 平　木　敏　朗 白糠
２等 ひよこ３ 手　塚　信　幸 鶴居
３等 ゆりひだ 佐　藤　和　恵 音別

２部 １位 つばさ３ 手　塚　信　幸 鶴居
４部 １位 ひやしんす２ 手　塚　信　幸 鶴居

1



第111回 釧路種馬共進会 開催

審査員を務めた
廣岡 課長

　
７
月
５
日
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場

で
、
第
111
回
釧
路
種
馬
共
進
会
が
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
釧
路
地
方
の
馬
産
は
寛
政
の
時
代
頃

か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

開
拓
初
期
か
ら
馬
産
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
に
創
設
さ
れ
た
大

楽
毛
馬
市
は
日
本
一
と
称
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
、
同
時
期
よ
り
一
世
紀
以
上
続

い
て
い
る
こ
の
共
進
会
に
も
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
共
進
会
に
は
、
管
内
４
Ｊ
Ａ

（
し
べ
ち
ゃ
、
阿
寒
、
摩
周
湖
、
く
し

ろ
丹
頂
）
よ
り
30
頭
が
出
品
さ
れ
、
外

貌
や
体
質
等
の
資
質
を
競
い
ま
し
た
。

　
審
査
員
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
十
勝

牧
場
よ
り
廣
岡 

俊
行
課
長
を
迎
え
第

２
部
１
才
雌
か
ら
第
７
部
ポ
ニ
ー
２
才

以
上
雌
ま
で
の
各
部
を
審
査
し
ま
し

た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
19
頭
出
品
さ
れ
、
残

念
な
が
ら
最
高
位
獲
得
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
各
部
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
入
賞
馬
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

知花号と小野田 喜一さん

オロロンベニツバキ号と
寺澤 蒼馬君、卓馬さん

日花号と平田 忠幸さん

山田 恵理実さん出品のカレン号

盛華号と江崎 勝三さん

第111回釧路種馬共進会入賞馬一覧表（JAくしろ丹頂）

部 順 位 名　　　号 品　種 出　品　者 地 区

３部 １等 知　花 日本輓系 小野田　喜　一 音　別

４部 １等 カレン 日本輓系 山　田　恵理実 白　糠

６部 １等 日　花 北海道和種 平　田　忠　幸 鶴　居

７部 １等 オロロンベニツバキ 日本ポニー 寺　澤　蒼　馬 白　糠
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毎年恒例 ちゃろマート スタート‼

JAくしろ丹頂女性部 部員交流会 開催

　
７
月
19
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂

女
性
部
部
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

成
田 

洋
子
部
長
の
挨
拶
の
後
、

札
幌
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｔ
（
パ
レ
ッ
ト
）」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
幅
広
い
年

代
の
楽
曲
を
演
奏
し
て
頂
き
、
ア
ン

コ
ー
ル
が
か
か
る
等
、
演
奏
会
は
大

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
演
奏
会
終
了
後
、
来
賓
の
方
々
と

一
緒
に
昼
食
を
取
り
な
が
ら
交
流
を

深
め
、
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
白
糠
町
野
菜
生
産

組
合
が
主
催
す
る
「
ち
ゃ
ろ
マ
ー

ト
」
が
、
７
月
10
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　
ち
ゃ
ろ
マ
ー
ト
は
、
７
月
10
日

か
ら
11
月
６
日
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
か
ら
当
Ｊ
Ａ
白
糠
生

産
資
材
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
て
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
安
全
・
安

心
・
新
鮮
な
白
糠
産
の
野
菜
や
、

白
糠
酪
恵
舎
の
チ
ー
ズ
、
毎
月
第

１
日
曜
日
に
は
白
糠
漁
協
も
参
加

し
、
魚
介
類
等
も
お
買
い
求
め
や

す
い
価
格
に
て
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
近
く
を
訪
れ
た
際
に
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

PALLETの皆さんと一緒に記念撮影

昼食をとりながら交流

生産者自慢の品をぜひお買い求め下さい‼

演奏会の様子
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令和4年度 釧路管内JA野球大会 開催

　
７
月
24
日
、
30
日
の
２
日
間
、
釧
路

市
民
球
場
と
鶴
居
村
営
球
場
で
令
和
４

年
度
釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
７
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
24
日
に
ホ
ク
レ
ン
と
対
戦

し
、
苦
し
み
な
が
ら
も
６
対
５
で
勝
利

し
、
30
日
の
準
決
勝
に
進
出
を
決
め
ま

し
た
。

　
こ
の
試
合
で
決
勝
タ
イ
ム
リ
ー
を

放
っ
た
坂
上
選
手
が
見
事
敢
闘
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
は
、釧
路
太
田
と
対
戦
し
、

選
手
一
丸
と
な
り
挑
み
ま
し
た
が
、
２

対
12
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
試
合
終
了
後
に
は
、
こ
の
大
会
で
選

手
を
引
退
す
る
瀧
澤
会
長
へ
野
球
部
員

よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
球
場
へ
応
援
に
来
て
下

さ
っ
た
皆
様
方
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

優勝：JA摩周湖

摩
周
湖

阿

寒

釧
路
太
田

ホ
ク
レ
ン

く
し
ろ
丹
頂

し
べ
ち
ゃ
Ｂ

し
べ
ち
ゃ
Ａ

8

5 12 20

2日目
1日目

0 3 2 6 513

4

大 会 結 果

・一回戦
1 2 3 4 5 6 計

くしろ丹頂 1 1 1 0 3 0 6
ホクレン 0 1 4 0 0 0 5

・準決勝
1 2 3 4 5 6 計

釧路太田 4 4 0 3 1 12
くしろ丹頂 0 2 0 0 0 2

大会の風景を少しだけ紹介します‼

千葉組合長による始球式

瀧澤会長お疲れさまでした‼

二日間全力で戦いました‼

決勝タイムリーを放つ坂上選手

試合前の選手の皆さん
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　今回の植生調査では、過去７年以内に更新を行った圃場を調査致しました。更新

後４年で雑草割合が40％を超える状況となり、計画的な草地改良と継続的な植生

維持管理が必要となります。

全地区 牧草割合

イネ科
49％

雑　草
37％

裸地
6％

マメ科 8％

ＪＡくしろ丹頂　植生改善プロジェクト

調査年月：令和４年５月
調査機関：普及センター、ＪＡ

　当ＪＡ管内の圃場の植生を調査し、各地区の植生についてまとめました。

　今回の調査では、平成27年～令和２年（一部令和３年まで）の間で草地改良を行った圃場の調

査をいたしました。

植生 調査結果

1 ＪＡ全体の調査結果 ５３５か所

　

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

全
地
区
平
均

H27更新（7年目） 28% 15% 5% 1% 0% 0% 0% 49% 16% 15% 4% 1% 1% 6% 43% 8% 100%

H28更新（6年目） 31% 10% 3% 1% 0% 0% 1% 46% 23% 11% 6% 2% 1% 4% 48% 6% 100%

H29更新（5年目） 33% 7% 6% 1% 1% 1% 1% 49% 12% 15% 5% 3% 1% 8% 45% 6% 100%

H30更新（4年目） 40% 4% 7% 1% 0% 1% 1% 54% 14% 14% 4% 2% 1% 5% 41% 5% 100%

R1更新（3年目） 45% 4% 6% 0% 0% 1% 1% 58% 12% 14% 4% 1% 1% 4% 36% 6% 100%

R2更新（2年目） 53% 6% 10% 1% 1% 0% 1% 71% 7% 8% 2% 2% 2% 4% 24% 5% 100%

R3更新（1年目） 65% 0% 9% 2% 0% 0% 0% 76% 3% 6% 2% 0% 0% 8% 19% 5% 100%
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2 各地区における調査結果

鶴居地区

イネ科
50％

雑　草
38％

裸地
5％

マメ科 7％

幌呂地区

イネ科
46％

雑　草
41％

裸地
6％

マメ科
7％

●鶴居地区 １８９か所（更新圃場のみ）

●幌呂地区 １２０か所（更新圃場のみ）

＊�鶴居地区の植生調査について、１年経過する毎に牧草割合が10％程度低下する
傾向にありました。更新後４年で牧草割合が50％程になっております。また調
査した圃場では、更新後１年目でもギシギシが蔓延している圃場もあり、更新時
には適正に防除する必要があります。

＊�幌呂地区の植生調査について、１年経過する毎に牧草割合が10％程度低下する
傾向にありました。更新を行っていない圃場だけではなく、更新後ある程度の年
数が経過している圃場の更新や、追幡の検討を行う事を視野に入れる事が継続的
な植生維持管理に繋がります。

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

鶴
居

H27更新（7年目） 34% 3% 4% 0% 0% 0% 1% 42% 24% 16% 4% 0% 0% 8% 52% 6% 100%
H28更新（6年目） 19% 21% 5% 0% 1% 0% 1% 46% 30% 9% 4% 0% 1% 4% 47% 7% 100%
H29更新（5年目） 35% 8% 4% 0% 2% 1% 0% 51% 20% 15% 3% 0% 2% 5% 45% 4% 100%
H30更新（4年目） 37% 6% 7% 0% 1% 0% 0% 52% 19% 13% 2% 1% 0% 7% 43% 5% 100%
R1更新（3年目） 44% 14% 6% 0% 0% 1% 0% 65% 13% 8% 3% 1% 1% 4% 30% 5% 100%
R2更新（2年目） 53% 12% 12% 1% 1% 0% 1% 80% 5% 5% 0% 0% 2% 4% 16% 4% 100%
R3更新（1年目） 65% 0% 9% 2% 0% 0% 0% 76% 3% 6% 2% 0% 0% 8% 19% 5% 100%

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

幌
呂

H27更新（7年目） 44% 0% 4% 0% 0% 0% 2% 49% 27% 11% 1% 0% 1% 4% 45% 8% 100%
H28更新（6年目） 26% 5% 1% 0% 0% 0% 0% 33% 41% 10% 4% 1% 0% 5% 61% 6% 100%
H29更新（5年目） 27% 16% 4% 1% 0% 0% 7% 55% 16% 11% 8% 0% 1% 4% 40% 4% 100%
H30更新（4年目） 44% 6% 5% 0% 1% 0% 4% 61% 20% 7% 3% 0% 0% 3% 35% 5% 100%
R1更新（3年目） 47% 2% 6% 0% 1% 1% 1% 57% 19% 13% 5% 0% 0% 2% 38% 5% 100%
R2更新（2年目） 61% 5% 10% 0% 1% 0% 1% 78% 10% 6% 1% 0% 1% 2% 20% 3% 100%
R3更新（1年目） 65% 0% 9% 2% 0% 0% 0% 76% 3% 6% 2% 0% 0% 8% 19% 5% 100%
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●白糠地区 １１８か所（更新圃場のみ）

●音別地区 １０８か所の平均値（更新圃場のみ）

＊�今回の調査圃場は更新後１～７年経過している圃場について調査を行いました。
白糠地区は雑草の中でもリードカナリーグラスの割合が高いことが分かりまし
た。３～４年経過すると雑草割合・裸地が40％程度占めている。

＊�今回の調査圃場は更新後２～７年経過している圃場について調査を行いました。音
別地区はメドウフォックステイルの比率が多い圃場が見受けられました。
　�調査した中には更新後間もない圃場でも、牧草割合が60％程度になっている圃
場もあり更新時の除草剤の重要度が伺えます。

白糠地区

イネ科
50％

雑　草
35％

裸地
6％

マメ科 9％

音別地区

イネ科
51％

雑　草
35％

裸地
7％

マメ科 7％

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

白
糠

H27更新（7年目） 19% 31% 5% 1% 0% 0% 0% 56% 11% 15% 5% 0% 1% 4% 36% 8% 100%
H28更新（6年目） 51% 2% 5% 2% 1% 0% 0% 60% 11% 12% 7% 0% 0% 4% 34% 6% 100%
H29更新（5年目） 42% 3% 9% 1% 1% 0% 0% 56% 3% 17% 7% 3% 1% 8% 38% 7% 100%
H30更新（4年目） 40% 4% 8% 2% 0% 0% 0% 53% 12% 18% 4% 2% 1% 4% 41% 6% 100%
R1更新（3年目） 39% 0% 8% 1% 0% 0% 0% 48% 10% 23% 5% 2% 1% 5% 45% 7% 100%
R2更新（2年目） 52% 4% 9% 2% 2% 1% 0% 69% 7% 9% 4% 1% 1% 3% 24% 6% 100%
R3更新（1年目） 65% 0% 9% 2% 0% 0% 0% 76% 3% 6% 2% 0% 0% 8% 19% 5% 100%

地
区 チモシー オーチ

ャード
白

クローバー
赤

クローバー
ペレニアル
ライグラス

メドフェ
スク

アルファ
ルファ

牧草
割合

シバ
ムギ リード ケンタッ

キー
メドフォ
ックス

ギシ
ギシ その他 雑草

割合 裸地 計

音
別

H27更新（7年目） 21% 28% 6% 1% 0% 0% 0% 56% 3% 17% 5% 1% 1% 9% 36% 8% 100%
H28更新（6年目） 32% 15% 3% 1% 0% 0% 3% 54% 8% 13% 9% 7% 0% 3% 40% 6% 100%
H29更新（5年目） 33% 5% 6% 0% 2% 2% 0% 48% 6% 16% 3% 7% 0% 13% 45% 7% 100%
H30更新（4年目） 43% 5% 9% 0% 0% 4% 0% 61% 2% 15% 4% 4% 2% 6% 33% 6% 100%
R1更新（3年目） 56% 4% 6% 0% 0% 1% 1% 68% 5% 13% 2% 2% 0% 4% 26% 6% 100%
R2更新（2年目） 48% 6% 8% 0% 1% 1% 0% 64% 4% 11% 2% 6% 2% 5% 30% 6% 100%
R3更新（1年目） 65% 0% 9% 2% 0% 0% 0% 76% 3% 6% 2% 0% 0% 8% 19% 5% 100%
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　今年度については当ＪＡ全体で535箇所の圃場を調査した経過にあります。
当ＪＡ平均では雑草割合が37％となっており、主な雑草としてシバムギやリードカナリーグラスが挙げられ
ますが、草地更新１年経過後でも10％程度は草地に侵入しております。
　更新時の土壌処理や更新後の草地管理にもよりますが、おおよそ１年ごとに10％程度の牧草が減少する傾
向にあり、更新後６年を超えると雑草及び裸地割合が、40 ～ 50％程度となっております。
　草地の生産性を高めるためには、計画的な追幡による簡易更新や完全更新を行う事が有効であり、実施す
るに当たっては施工費や資材費といったコストを要しますが、生乳生産基盤強化のため、農協の草地改良促
進事業を積極的に活用頂けますよう宜しくお願い致します。

○イネ科雑草対策のポイント� ………………………………………………
【PointⅠ】

　シバムギやリードカナリーグラスなどが多い草地では、播種床を造成する前と造成してから30日以
上経った後の計２回、グリホサート系除草剤を発芽した雑草へ散布することで、イネ科雑草を抑制さ
せることができます。

【PointⅡ】
　スラリーの散布は、播種した年から翌年の最終番草収穫後まで控えてください。その後は早春５月
中旬までに、１番草刈取後は10日以内に散布することで、草地を痛めず植生を長持ちさせることがで
きます。

3 調査まとめ

4 除草剤の有効活用
　草地の維持管理と更新にあたっては、除草剤を有効活用するとより効果が増しますので散布方法に
ついてご紹介します。

＊草地更新の場合

グリホサート剤耕起前散布(地下茎･宿根性雑草対策)

(シバムギ･リードカナリグラス･レッドトップ･ギシギシ･アザミ等)

メリット：耕起前の雑草を含む前植生を枯らす。

⇒耕起後に再生する雑草の密度を低下させる。

デメリット：実生からの雑草発生を防除するのは難しい。

耕起前の雑草の
生育が十分進んだ
時期に薬剤散布

雑草が枯れる
まで10日以上

放置

耕起･砕土など
通常の更新作業

を行う

牧草の種子を
は種する

グリホサート剤 は種前散布（実生･１年生雑草対策）

(アカザ、シロザ、タデ、ヒエ等 宿根性雑草の再生草)

※泥炭土壌は、薬害が発生する危険性があるため、この方法での処理は避ける。

牧草収穫後
直ちに耕起･砕土

整地する

30日以上あけ
雑草が出揃う

のを待つ

雑草が出揃っ
たら薬剤を散布

散布後
同日～10日以内
に牧草をは種

メリット： 耕起･整地後に発生する実生の雑草に効果的

⇒播種した牧草の定着を促す。

デメリット：耕起から播種まで期間があくため、土壌の種類

や天候によっては表土が硬くなる場合がある。

耕起前処理とは種前処理の体系処理

更新前

30日以上あけ
実生雑草が

揃うのを待つ

散布後
同日～10日以内
に牧草をは種

草地更新の完成

メリット :地下茎イネ科･宿根草、実生雑草に安定した効果が期待。
デメリット:作業工程に日数を要するので、播種時期の確保が必要。

薬剤を２回散布するため、コストがかかる。

耕起前の雑草の
生育が十分進んだ
時期に薬剤散布

雑草が枯れるまで
10日以上放置

耕起･砕土など、
通常の更新作業

を行う

雑草が出揃っ
たら薬剤を散布

リードカナリーグラスとシバムギの混在

耕起前散布
（前植生対応）

は種前散布
（実生発生対応）

＋
グルホサート剤の

体系処理

は種限界を
考慮する

耕起前処理：リードカナリーの草丈：60㎝を上限
シバムギの草丈：40㎝程度(混在の場合シバムギ優先)

散布から播種床造成まで10日以上あける
※散布ムラや気象条件等で効果不十分の場合、速やかに2回目の茎葉散布を行う

播種前処理：整地･鎮圧から散布まで30日以上あける

グリホサート剤の効果を十分発揮させるタイミング

地域
混播の植生改善スケジュール

チモシー主体 オーチャード主体

道央・道南 9月上旬
マメ科追播 8月下旬
チモシー播種 9月上中旬

十勝中部
オホーツク

8月中下旬
マメ科追播 8月中下旬
チモシー播種 8月末～9月上旬

根釧地域 8月中旬
マメ科追播 8月中旬
チモシー播種 8月下旬
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

今
回
は
、
乳
牛
の
発
情
周
期
に
関
わ

る
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
、
お
さ
ら
い
し

ま
し
ょ
う
。

１　

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
器
官

　

乳
牛
の
ホ
ル
モ
ン
動
態
に
関
わ
る
主

な
器
官
は
、「
視
床
下
部
」、「
脳
下
垂

体
」、「
子
宮
」、「
卵
巣
」
で
す
。
卵
巣

に
は
「
卵
胞
」、
卵
胞
が
排
卵
し
変
化

し
て
で
き
た「
黄
体
」が
あ
り
ま
す（
図

１
）。

　

乳
牛
の
発
情
周
期
（
平
均
21
日
間
）

は
、
こ
れ
ら
の
器
官
か
ら
分
泌
さ
れ
る

ホ
ル
モ
ン
が
相
互
に
作
用
し
調
節
す
る

こ
と
で
、
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

ホ
ル
モ
ン
と
そ
の
作
用

〇
プ
ロ
ジ
ェ
ス
テ
ロ
ン

　

黄
体
か
ら
分
泌
さ
れ
、
妊
娠
を
維
持

す
る
た
め
に
他
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

〇
Ｆ
Ｓ
Ｈ
（
エ
フ
エ
ス
エ
イ
チ
）

　

脳
下
垂
体
前
葉
か
ら
分
泌
さ
れ
、
卵

胞
を
発
育
さ
せ
ま
す
。

〇
Ｐ
Ｇ
Ｆ
２
α
（
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ

ン
エ
フ
ツ
ー
ア
ル
フ
ァ
）

　

子
宮
か
ら
分
泌
さ
れ
、
非
妊
娠
時
に

黄
体
を
退
行
さ
せ
発
情
を
誘
起
し
ま

す
。
よ
く
耳
に
す
る
「
Ｐ
Ｇ
」
は
、
こ

の
ホ
ル
モ
ン
の
こ
と
で
す
。

〇
エ
ス
ト
ロ
ジ
ェ
ン

　

卵
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
、発
情
兆
候（
透

明
粘
液
の
排
出
な
ど
）や
発
情
行
動（
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
）
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

〇
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ（
ジ
ー
エ
ヌ
ア
ー
ル
エ
イ
チ
）

　

視
床
下
部
か
ら
放
出
さ
れ
、
卵
巣
を

刺
激
し
、
Ｌ
Ｈ
、
Ｆ
Ｓ
Ｈ
の
分
泌
を
促

進
し
ま
す
。
ち
な
み
に
Ｇ
ｎ
Ｒ
Ｈ
は
、

製
剤
名
の
方
が
聞
き
覚
え
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
（
何
か
は
獣
医
師
に
尋
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
）。

〇
Ｌ
Ｈ
（
エ
ル
エ
イ
チ
）

　

脳
下
垂
体
前
葉
か
ら
分
泌
さ
れ
、
発

育
し
た
卵
胞
の
成
熟
や
黄
体
の
形
成
を

促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
大
量
に
分
泌
さ

れ
る
（
こ
れ
を
Ｌ
Ｈ
サ
ー
ジ
と
い
い
ま

す
）
こ
と
で
、
排
卵
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

　

以
上
の
説
明
を
表
１
に
ま
と
め
ま
し

た
。
確
認
し
た
い
と
き
な
ど
、
ご
活
用

下
さ
い
。

３　

繁
殖
障
害
と
ホ
ル
モ
ン
製
剤

　

卵
巣
に
関
す
る
繁
殖
障
害
と
そ
の
対

応（
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

に
用
い
ら
れ
る
ホ
ル
モ
ン
製
剤
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
卵
胞
嚢
腫

　

成
熟
卵
胞
の
大
き
さ
（
25
ｍ
ｍ
）
を

超
え
て
も
排
卵
せ
ず
長
く
存
続
す
る
も

の
を
い
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

原
因
は
高
泌
乳
や
ス
ト
レ
ス
な
ど

（
は
っ
き
り
し
た
原
因
は
不
明
）。

　

対
応
に
は
、
Ｌ
Ｈ
サ
ー
ジ
を
引
き
起

こ
し
排
卵
を
誘
発
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｇ

ｎ
Ｒ
Ｈ
製
剤
ま
た
は
Ｌ
Ｈ
様
作
用
の
あ

る
ｈ
Ｃ
Ｇ
製
剤
を
投
与
し
ま
す
。

○
黄
体
遺
残

　

非
妊
娠
に
も
か
か
わ
ら
ず
黄
体
が
長

期
間
存
在
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

原
因
は
子
宮
内
膜
の
異
物
、
炎
症
に

よ
る
子
宮
内
膜
機
能
の
乱
れ
な
ど
。

　

対
応
に
は
、
黄
体
を
退
行
さ
せ
る
た

め
に
、
Ｐ
Ｇ
Ｆ
２
α
製
剤
を
投
与
し
ま

す
（
非
妊
娠
を
必
ず
確
認
）。

お
わ
り
に

　

本
稿
を
き
っ
か
け
に
、
曖
昧
だ
っ
た

ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま

り
、
授
精
師
や
獣
医
師
と
の
会
話
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　

は
こ
ち
ら
へ
→

発
情
周
期
に
関
わ
る

ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て

表１ 発情周期に関わる主なホルモン

写真１ 卵胞嚢腫
（牛の卵巣・子宮アトラスより引用）

図１ 卵巣の構造
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※Jミルクホームページより転載

ミルク風味の溶き卵がゴーヤの苦みをマイルドに

ゴーヤのミルクチャーハン

　

【作り方】
1.　�ゴーヤは縦半分に切って種を抜いたら薄切り
にし、塩をふりかけてしばらくおく。しんなりし
たら水洗いしてキッチンペーパーなどで水気
を取る。

2.　�玉ねぎは粗いみじん切りに、チャーシューは
5mm角に切る。

3.　�サラダ油を熱したフライパンに1と2を入れて
軽く炒めたら、牛乳にスキムミルクを混ぜたも
のを溶き卵に加えて、一緒に炒め合わせる。

4.　�3にごはんを加えて炒め、Aで味つけし、かつ
おぶしを入れて炒め合わせ皿に盛る。

今月のミルク
レシピ

材　料（４人分）
ゴーヤ…………………… 1本
塩………………………… 少々
玉ねぎ………………… 1/4個
チャーシュー… ………… 50g
サラダ油………………大さじ2
卵………………………………
牛乳……………………… 50ml
スキムミルク… ………大さじ4
温かいごはん… 4杯分（700g）

A
酒……………………… 大さじ1
しょうゆ… …………… 大さじ1
塩・コショウ… …………… 少々
かつおぶし……………… 10g
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治療 

1,152円 

 
【2022年 4月 1日時点】 

 

ご契約例 30歳加入・80歳満了・80歳払込終了・基本型・入院日額 5,000円・先進医療保障付 
月払い 

30歳女性 
口座振替扱い 

ご
契
約
後 

 

日
間
は
、
が
ん
の
保
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

がんと診断 
されたとき 

入院のとき 

手術のとき 

のとき 

50 万円 
が ん 診 断 共 済 金 

が ん 入 院 共 済 金 

2.5 万円 
が ん 手 術 共 済 金 

外来手術の場合 

が ん 入 院 日 額 × 5 

１回 

 
10 万円 

入院中の手術の場合 

が ん 入 院 日 額 × 2 0 

あたり 

 

１回 

 
あたり 

 

１日 

 あたり 

 

1日目から無制限 

何回でも 

【22339990217】 

がん再発時や 
長期治療 

◆この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。 

が ん 治 療 共 済 金 

が ん 入 院 日 額 × 5 0 

歳
ま
で
保
障
が
継
続
し
ま
す 

90 

1回あたり 

 

5,000円 

※１  日帰り入院は、入院基本料の支払いの有無などにより判断されます。※２ がん治療を目的とし、公的医療保険制度に基づく医科診療報酬点数表により手術料が算定される手術および輸血料が算定される骨髄移植術を保障

します（一部の手術を除く）。※３ がん治療を目的とし、公的医療保険制度に基づく医科診療報酬点数表により放射線治療料が算定されるものを保障します。※４ 60日に 1回を限度とします。※５ がん診断共済金または前回

のがん治療共済金の支払事由に該当した日からその日を含めて１年を経過した日以後所定の要件を満たした場合にお受け取りになれます（１年に１回を限度）。※６ 先進医療とは、療養を受けられた時点において厚生労働大臣

が定める先進医療をいいます（一定の施設基準があります）。がん先進医療共済金の額は、先進医療の技術料が１万円以上の場合は技術料の額、１万円未満の場合は一律１万円となります。 

 

※２ 

 

が ん 入 院 日 額 × 1 0 0 

25 万円 

※５ 

 

がん共済の保障開始についてご確認ください 

日帰り入院から保障※1

ら無

制限 

 

がんに関する責任（保障）の開始は、ご契約日からその日を含めて 9１日目からとなります。 

これより前に被共済者が所定の悪性新生物または脳腫瘍と診断確定された場合には、共済金は 

お支払いいたしません。 

～一生のうちにがんにかかるリスク～ 

65.5% 男性 50.2% 女性 
※公益財団法人 がん研究振興財団「がんの統計 2021年版」 

男女とも約２人に１人が、

がんにかかっています。が

んは再発や転移など治療が

長引く場合もあります。身

近なリスクと捉え、はやめ

の備えをおすすめします！ 

が ん 放 射 線 治 療 共 済 金 
1回あたり 

 
が ん 入 院 日 額 × 1 0 

※４ 

 

※３ 

 

が ん 先 進 医 療 一 時 金 

を受けたとき 
1回あたり 

 
がん先進医療共済金の額×10％ 

 
（上限 30万円） 

 

※６ 

 

何回でも 何回でも 

共済期間を通じて 

１回のみ 

 30歳男性 

1,437円 

80 

本 店 共 済 課　0154-64-5477　　白糠支店金融共済課　01547-2-2183
幌呂支店金融共済課　0154-65-2311　　音別支店金融共済課　01547-6-0333
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ホクレン ＪＡ北海道厚生連

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

月 日に開催された札幌コレクション（サツコレ）にＪＡグループ北海道のブースを出店し、

若年層に対する北海道産のお米と砂糖の消費拡大などのＰＲを行いました。

当日は、北海道米 又は、本会の をフォローして頂いた方に、道産食材を使

用した限定ガールズ小結（おむすび）２個セット 個、限定苺団子 個をプレゼントし、多く

の若者に足を運んでいただけました。

グループ通信
 各団体の詳しい取り組み内容については、
 ＷＥＢサイトをご覧ください。

本年も地域社会貢献活動の一環として、道内各市町村

の消防本部に救急車を寄贈しています。

今年度は、滝川消防署・弟子屈消防署・稚内消防署に

計 台を寄贈しました。

今年度の救急車を含めると、寄贈台数は累計で２１５台

となりました。

ＪＡと ＪＡ北海道信連との間で相互に職員を出向させる

「人事交流」を ２２年度から実施しています。 コロナ禍で

中断していましたが、 年ぶりに再開し、今回は「ＪＡそらち

南」との人事交流です。 この取り組みを通じ、ＪＡバンク北

海道の体制・機能強化と人材育成を図ってまいります。

月 日（土）に札幌ドームで行われた北海道日本ハ

ムファイターズ オリックスバファローズ戦に合わせて

札幌厚生病院の本館入口に「タリーズコーヒー」がオー

プンしました。帯広厚生病院に次ぐ 店舗目となります。

月 日のオープン当初より多くの患者様などに

ほっとできる癒しの空間としてご利用いただいています。

◆人事交流

今後も行政とＪＡとの連携

を図りながら、組合員ならび

に地域住民に安全・安心を

提供し続けるよう努力してま

いります。

◆ 台の救急車を寄贈

◆北海道米の消費拡大イベントを開催 ◆札幌厚生病院で癒しの空間を提供

◆ に出店！！

当日は、北海道米の消費拡大に向

け「記念ブース」と「日本酒試飲ブー

ス」を設置し、来場者へサンプル配布

や のプレゼントキャンペ

ーンなどを展開しました。

（写真は、昨年度実績です）

砂糖の消費拡大・イメージアップに向けた「天下糖一プロジ

ェクト」のブースでは、 とのコラボで缶入りケ

ーキ「ふわ缶～ピンク～」を特別価格で販売し、 個完売と

なる大盛況ぶりでした。

今後も北海道の食と農への理解を促し、サポーターづくりを

進めるとともに、若年層への情報発信も強化してまいります。

『北海道米ななつぼしの日記念

ホクレン北海道農業応援 』

を開催しました。

◆よりぞうクラブ北海道

全道 名様に当たる「特産品カ

タログ」などのお得な情報を配信中！

「友だち登録」をお待ちしています！

札幌厚生病院にお

越しの際は、おいしい

コーヒーでリフレッシュ

してみませんか？

今後も地域の皆様

に愛される取り組みを

行ってまいります。

13



北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道は、

相互連携協定を結び、食農教育・社会貢献活動を展開しています！

コンサ・土・農園
ド ファーム

みんなのよい食ＪＡ親善大使

２０２１年度
の

活動内容

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道は、

相互連携協定を結び、食農教育・社会貢献活動を展開しています！

Vol.５

と は です!食農パートナー

14
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・つぶやきコーナー

A B C D E

キ
リ
ト
リ

8月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っ
ていただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2022年９月16日まで
　当選者の発表は９月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

・�天気の悪い日が続きデントコーンの生育が心配さ
れ、一番草の刈り取りも遅れぎみ、もう７月も末。
酪農家の皆さんが元気になれるよう天気☀に
なぁーれ！� （ジャックのパパ）

・�さっそくミルクレシピやってみます。暑い日に冷
やして楽しみです。� （おセッちゃん）

・�扇風機とストーブが向き合う家の居間。�（Ｎさん）

・�すくわの実が黒く熟してきて甘くておいしいです。
� （ココ＆くろ）

・�何だかんだと言っても１番暑い日々なのにネ。ト
ンボの姿も目に入って来ましたよ� （Ｓ．Ｍ）

今回の答えは９月号に掲載するよっ！！

1 3 6 9 127月号
の答え

・ジャックのパパ さん　・おセッちゃん さん
・万年ボギー さん

おめでとうございます!! 7月号の当選者

１　森の大きさが違う　３　眉の形が違う
６　おにぎりがかじられている　９　リンゴの向きが違う
12　咲いている花が多い

クロスワードパズル

16

クロスワードパズルにチャレンジ‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

ヨコのカギ
１　夏に咲く黄色い花
２　行きは良い良い――は怖い
３　レタスやゴボウは――科の植物です
４　すし屋の符丁でお茶のこと
５　能あるタカは隠してる？
７　北海道の北部にある島。昆布やウニが名産品です
９　停留所に止まります
11　漢字などの横に小さな文字で振ります
12　海からそよそよと――が吹いてきた
13　英国の通貨単位です
15　魚の下ごしらえをするときに取ることもあります
16　草を刈るときに使います
17　翼を持っています

タテのカギ
１　東海道新幹線の愛称の一つ
３　天気予報で使う単位はヘクトパスカル
６　食事の――にしっかりと手を洗った
７　ゾウガメのように水の少ない所でも暮らせる亀
８　綿あめの芯棒に使うことも
10　お化け屋敷で――満点の演出を楽しんだ
14　胸びれを広げて滑空します
16　東北三大夏祭りの一つ、秋田――祭り
18　固体と液体を分ける方法の一つ
19　マンションの賃貸情報に載っています
20　「姿勢が悪いよ」と言われやすい体勢
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ ７月から８月にかけて各地で気温が上がっており、７月31日には釧路市で観測史上

最高となる33.5℃を観測するなど記録的な暑さとなりました。夏休みも終わり、気温

も少しずつ下がってくると思いますが、寒暖の差が激しくなると体調を崩してしま

う事もありますので、体調管理に気を付けて夏を乗り切りましょう。（山本）

■令和４年度 　生乳生産実績（７月）
月計乳量（kg）同月前年比（％）累計乳量（kg）累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,476,785.8 101.0 37,607,464.1 102.4

鶴居地区 3,558,054.4 100.6 14,036,454.4 101.6

幌呂地区 2,663,650.4 99.5 10,550,672.9 100.6

白糠地区 1,823,565.2 107.9 7,287,982.8 111.0

音別地区 1,431,515.8 96.7 5,732,354.0 97.5

管 内 計 46,687,307.7 99.6 185,536,076.2 100.2

（前年度管内計） 46,855,108.8 185,199,735.3
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報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について 
３．６月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．理事に対する資金の貸付に係る報告について
６．令和３年度決算に係る金融店舗の収支状況について
７．第３次中期計画（第３年次）の進捗状況について

 付議事項　 
議案第１号　 融資の承認について
議案第２号　諸規程の一部改正について
議案第３号　 令和３年度　畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業（機械導入事業）の承認
について

その他協議事項　 
１．当面の業務日程について

７月定例理事会　令和４年７月27日（水曜日）


